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五
月 

別
名 

皐
月
（
さ
つ
き
）
、
建
午
月
（
け
ん
ご
げ

つ
）
、
仲
夏
（
ち
ゅ
う
か
） 

皐
月
の
「
サ
」
は
稲
を
表
す
言
葉
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
桜 

さ
く
ら
」
は
山
か
ら
下
り
て
来
た
山
の
神
（
豊
年

の
神
）
が
居
ま
す
と
こ
ろ
（
座
，
庫
）
と
い
う
意
味
で
サ

ク
ラ
の
木
、
が
桜
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
今
は
「
早
苗
饗
（
さ
な
ぶ
り
）
」
は
死
語
で
し
ょ

う
か
？  

 
 
 
 
 

 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

甘
楽
総
合
公
園
ア
ン
ブ
レ
ラ
ス
カ
イ 

 
 
 

 

私
た
ち
が
子
供
の
こ
ろ
は
ま
だ
生
活
の
中
で
生
き
て
い
た

言
葉
で
し
た
。
「
さ
お
り
（
下
り
）
」
と
「
さ
上
り
」
と

い
う
こ
と
ば
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
山
か
ら
下
り
て
き
た
、

ま
た
昇
っ
て
い
く
こ
と
を
指
し
、
「
早
苗
饗
」
は
見
守
っ

て
く
れ
た
「
山
の
神
」
に
感
謝
し
て
饗
応
し
見
送
る
習
わ

し
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
送
り
出
す
側
が
酔
い
つ
ぶ
れ

て
い
て
は
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
生
活
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
神
様
の
気
配
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。 

          

『
五
月
の
花
』 

水
芭
蕉
（ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
）、
あ
や
め
、
杜
若
（か
き
つ
ば

た
）、
白
根
葵
（し
ら
ね
あ
お
い
）、
赤
詰
草
（
あ
か
つ
め
く

さ
）、
白
詰
草
（し
ろ
つ
め
く
さ
）、
藤
（ふ
じ
）、
芍
薬
（し
ゃ

く
や
く
）、
牡
丹
（ぼ
た
ん
）、
躑
躅
（つ
つ
じ
）、
栴
檀
（せ
ん

だ
ん
）、
甘
野
老
（あ
ま
ど
こ
ろ
）、
浜
昼
顔
（
は
ま
ひ
る
が

お
）、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
な
ど
・・・ 

 
 

ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
図
鑑
な
ど
で
調
べ
て
み
る
の
も
楽
し
み
で
す
。 

令和 4年 5月（226）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  
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５
０
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１
９
６
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『五
月
の
言
葉
』 

 
 

い
っ
た
ん
心
を
改
め
て
神
の
子
供
と
な
り
、
お
の

れ
を
神
の
立
場
に
お
い
て
人
を
見
ん
か
、
人
の
美
点

は
多
く
見
え
て
、
そ
の
欠
点
は
ほ
と
ん
ど
目
に
と
ま

ら
ざ
る
に
至
る
。
神
の
眼
を
も
っ
て
見
て
、
聖
人
、

君
子
に
お
い
て
欠
点
が
見
え
な
く
な
る
ば
か
り
で
は

な
い
、
つ
ま
ら
な
い
平
々
凡
々
の
人
に
お
い
て
ま
で

多
く
の
美
点
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
山
の
上
よ
り

見
て
、
雑
木
、
草
莽
（
そ
う
も
う
）
は
な
く
な
る
よ

う
に
、
父
な
る
神
の
立
場
よ
り
見
て
、
美
な
ら
ざ
る

人
と
て
は
一
人
も
見
え
な
く
な
る
に
至
る
。 

 
 

さ
ら
ば
わ
れ
ら
も
ま
た
人
に
は
何
の
遠
慮
す
る
こ

と
な
く
、
神
に
向
か
っ
て
わ
れ
ら
の
感
謝
の
花
を
開

か
ん
か
な
。
世
を
う
し
ろ
に
し
、
神
を
前
に
し
、
神

に
見
ら
れ
ん
た
め
に
天
に
向
か
っ
て
我
ら
の
花
を
開

か
ん
か
な
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
村
鑑
三
「
一
日
一
生
」
４
月
１
日 

 

 

「五
月
の
暦
」 

 
 
 

一 

日 
 

メ
ー
デ
ー 

    

二 

日 
 

八
十
八
夜 

 
 

 

三 

日 
 

憲
法
記
念
日 

 
 

 

四 

日 
 

み
ど
り
の
日 

 
 
 

五 

日 
 

こ
ど
も
の
日
、
立
夏
、
端
午
、 

薬
の
日
、
お
も
ち
ゃ
の
日 

    

八 

日   

母
の
日
、
世
界
赤
十
字
デ
ー 

    

十 

日 
 

愛
鳥
週
間  

 
   

 
 

 
 

 

十
一
日 
 

朔
太
郎
忌
（昭
和
十
七
年
） 

 
 

 

十
二
日 

 

看
護
の
日 

    

十
三
日 

 

出
雲
大
社
例
祭 

    

十
五
日 

 

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日(

五
十
周
年 

記
念) 

             

京
都
葵
祭 

十
七
日 

 

日
光
東
照
宮
春
季
例
祭 

 
 

 

十
八
日 

 

国
際
親
善
デ
ー 

 
 

 
 

 
 

二
十
一
日 

  
小
満 

陽
気
高
調
し
て
万
物
ほ
ぼ
満
足   

 
  

 
す
る
候
と
言
い
ま
す
。 

二
十
九
日 

 

こ
ん
に
ゃ
く
の
日 

晶
子
忌(
昭
和
十
七
年) 

 
 

三
十
一
日   

世
界
禁
煙
デ
ー 

 
 
 
 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社 

  

解
説   

「か
か
り
つ
け
医
」 

 

当
院
で
は
、
日
本
医
師
会
に
認
定
さ
れ
た
日
医
か
か
り
つ
け
医
機 

 

研
修
制
度
の
「か
か
り
つ
け
医
」が
診
療
に
あ
た
り
ま
す 

「か
か
り
つ
け
医
」と
は
（定
義
） 

 

「な
ん
で
も
相
談
で
き
る
上
、
最
新
の
医
療
情
報
を
熟
知

し
て
、
必
要
な
時
に
は
専
門
医
、
専
門
医
療
機
関
を
紹
介

で
き
、
身
近
で
頼
り
に
な
る
地
域
医
療
、
保
健
、
福
祉
を
担

う
総
合
的
な
能
力
を
有
す
る
医
師
。
」 

「か
か
り
つ
け
医
機
能
」  

●
か
か
り
つ
け
医
は
、
日
常
行
う
診
療
に
お
い
て
は
、
患
者
の

生
活
背
景
を
把
握
し
、
適
切
な
診
療
及
び
保
健
指
導
を
行

い
、
自
己
の
専
門
性
を
超
え
て
診
療
や
指
導
を
行
え
な
い
場

合
に
は
、
地
域
の
医
師
、
医
療
機
関
等
と
協
力
し
て
解
決
策

を
提
供
す
る
。 

●
か
か
り
つ
け
医
は
、
自
己
の
診
療
時
間
外
も
患
者
に
と
っ
て

最
善
の
医
療
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
医
師
、
医
療
機

関
等
と
必
要
な
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
に
協
力
し
て
休
日

や
夜
間
も
患
者
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
。 

●
か
か
り
つ
け
医
は
、
日
常
行
う
診
療
の
ほ
か
に
、
地
域
住
民

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
健
康
相
談
、
健
診
・
が
ん
検
診
、

母
子
保
健
、
学
校
保
健
、
産
業
保
健
、
地
域
保
健
等
の
地
域
に

お
け
る
医
療
を
取
り
巻
く
社
会
的
活
動
、
行
政
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
保
健
・介
護
・福
祉
関
係
者
と
の
連



3 

 携
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
が
少
し
で
も
長
く
地

域
で
生
活
で
き
る
よ
う
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
。 

●
患
者
や
家
族
に
対
し
て
、
医
療
に
関
す
る
適
切
か
つ
わ

か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
を
行
う
。 

 

お
知
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 
 

○ 

禁
煙
外
来 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
と
治
療 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

施
行
し
て
い
ま
す)

・ 

大
腸
カ
メ
ラ
（現
在
は
休
止
）  

 
 

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

継
続
中 

三
、
当
番
医 

六
月
二
十
六
日
（
日
）八
月
七
日
（日
） 

九
時
か
ら
十
八
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

現
在
は
諸
事
情
の
た
め
、
外
来
予
約
制
は
休
止
し
て

お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
お
気

軽
に
受
付
ま
で
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

五
、
発
熱
外
来 

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
動
線

を
分
け
て
（診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
以
下
の
よ
う

に
診
療
し
ま
す
。   

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
し
て 

 

 
 

下
さ
い
。
そ
の
後
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 

発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

次
の
機
関
で
も
受
診
に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。 

  

発熱外来 午 前 午 後 

月火水金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木土 11：00-13：00 なし 

受付時間 午前 午後 

月火水金 8:30-12：00 17:00-18:00 

木土 8：30-11：00 なし 

群馬県受診・相談センター（２４時間対応） 0570-082-820 

前橋市受診・相談センター（午前８時３０分～午後９時） 027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6112 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

ぐんまコロナワクチンダイヤル（副反応などの相談）無休、 

２４時間、２０か国語 

0570-783-910 
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六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間 

健
康
テ
レ
ホ
ン 

 
電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

h
ttp

://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 

               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

七
、
第
４
回
目
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て 

国
が
示
し
た
案
を
次
に
示
し
ま
す
。
市
町
村
の
広
報
を 

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。  

（以
下
厚
労
省
記
事
） 

 

ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種 

６
０
歳
以
上
な
ど
を
対
象
に
５

月
末
に
開
始
へ 

厚
労
省
（４
月
２
７
日 

１
９
時
１
８
分
）  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
は
、
対
象
を
当
面
、
６
０
歳
以
上
の
人
や
１
８
歳
以
上

の
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
な
ど
に
限
定
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

来
月
末
か
ら
全
国
で
接
種
を
始
め
る
方
針
で
す
。 

厚
生
労
働
省
は
２
７
日
、
専
門
家
で
つ
く
る
分
科
会
を
開
き
、
３

回
目
の
接
種
か
ら
５
か
月
た
っ
た
人
に
４
回
目
の
接
種
を
行
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。 

 

一
、
使
用
ワ
ク
チ
ン 

 

 

①
フ
ァ
イ
ザ
ー 

社
製 

 

②
モ
デ
ル
ナ 

 
 

社
製 

二
、
対
象 

 

①
６
０
歳
以
上
の
人 

 

②
１
８
歳
以
上
で
、
基
礎
疾
患
が
あ
る
人 

 

③
１
８
歳
以
上
で
、
医
師
が
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
た
人 

＊
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
は
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い 

 

う
こ
と
で
す
。 

 

三
、
対
象
を
絞
っ
た
理
由 

 

①
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
海
外
の
デ
ー
タ 

 

 
 

 

が
、
６
０
歳
以
上
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
多
く
の
国
が 

 
 

 

高
齢
者
な
ど
に
対
象
を
限
定
し
て
い
る
た
め 

四
、
問
題
点 

 

①
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
把
握
し
て
い 

 
 
 

な
い
こ
と
か
ら
個
別
に
接
種
券
な
ど
を
送
る
の
が
難
し
い
た 

 
 

め
検
討
中
。
厚
生
労
働
省
は
、
自
治
体
と
協
議
を
進
め
る
と 

 
 

し
て
い
ま
す
。
（今
後
の
広
報
、
ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞
に
注
意
）

五
、
対
象
の
基
礎
疾
患
な
ど 

厚
生
労
働
省
に
よ
り
ま
す
と
、
４
回
目
接
種
の
対
象
と
な
る

基
礎
疾
患
な
ど
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

▽
慢
性
の
呼
吸
器
の
病
気 

▽
高
血
圧
な
ど
慢
性
の
心
臓
病 

▽
慢
性
の
腎
臓
病 

▽
肝
硬
変
な
ど
慢
性
の
肝
臓
病 

▽
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
の
糖
尿
病
ま
た
は
、
ほ
か

の
病
気
を
併
発
し
て
い
る
糖
尿
病 

▽
鉄
欠
乏
性
貧
血
を
除
く
血
液
の
病
気 

▽
が
ん
な
ど
免
疫
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気 

▽
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
免
疫
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
治
療
を
受

け
て
い
る
人 

▽
免
疫
の
異
常
に
伴
う
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患 

▽
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
が
原
因
で
身
体
の
機
能
が
衰
え

て
呼
吸
障
害
な
ど
に
な
っ
た
人 

▽
染
色
体
異
常 

月 妊娠中の体重の増加 

火 入れ歯とインプラント 

水 口臭の原因 

木 パピローマウイルスワクチン 

金 長生きの食生活 

土日 慢性疲労症候群 

http://www.raijin.com/kenko/
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 ▽
重
度
の
身
体
と
知
的
の
障
害
が
重
複
し
た
状
態
の
重

症
心
身
障
害 

▽
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群 

▽
重
い
精
神
疾
患 

 

で
す
。
ま
た
、 

▽
肥
満
の
程
度
を
示
す
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」が
３
０
以
上
の
人
も
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
し
て
対
象
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
医
師
が
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
し
た

人
も
対
象
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（以
上
厚
労
省
記
事 

） 

     

患
者
を
心
の
鍵
と
し
て 

 

患
者
の
喜
び
を
私
の
喜
び
に
し
ょ
う
。 

患
者
の
悲
し
み
を
私
の
悲
し
み
に
し
ょ
う
。  

患
者
か
ら
与
え
ら
れ
る
鍵
で
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
た
ち
の
心
の
扉
を
開
こ
う
。 

 

 
 

 
 
 

 
  

日
野
原
重
明
著
「
い
の
ち
の
言
葉
」
よ
り 

  

黒
穂
抜
け
ば
あ
た
り
の
麦
の
哀
し
め
り 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

木
下
夕
爾 

 
 
 

 
 

「木
下
夕
爾
句
集
」（昭
和
五
七
）所
収
。
麦
が
熟
れ
る
こ

ろ
、
穂
が
病
変
し
て
黒
っ
ぽ
い
粉
末
状
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
破
れ
て
粉
を
ま
き
散
ら
す
の
で
、
見
つ
け
次
第
引
き

抜
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
句
は
麦
に
感
情
が
あ
る
か
の
よ

う
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
現
代
俳
人
は
こ
う
い
う
感
情
移

入
の
句
を
作
ら
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
優
れ
た
俳
人
で

も
あ
る
と
同
時
に
詩
人
で
も
あ
っ
た
夕
爾
は
、
あ
え
て
そ

こ
に
踏
み
込
ん
だ
。
そ
し
て
唐
突
だ
が
、
思
え
ば
、
こ
の
句

は
今
の
学
校
教
育
の
麦
畑
を
連
想
さ
せ
は
し
な
い
か
。 

 
 
 
 

 
 

大
岡 

信
著 

『
新
折
々
の
う
た
」 

一 

岩
波
新
書 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

け
ん
こ
う 

（百
五
十
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（感
染
症
）（１
８
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
広
が
り
、
３
年

目
に
な
り
ま
し
た
。 

    

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。 

 
 

１
．
流
行
は
２
０
２
０
年
１
月
に
始
ま
っ
た 

２
．
こ
れ
ま
で
６
度
に
わ
た
る
感
染
拡
大 

の
波
を
経
験
し
た
。 

３
．
未
知
の
感
染
症
で
防
止
策
・
治
療
薬
も

分
か
ら
な
か
っ
た
第
１
波
は
医
療
現
場
に

と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
時
期
で
あ
っ

た
。 

４
．
感
染
予
防
に
関
す
る
国
内
外
の
知
見
の

蓄
積
と
治
療
薬
の
増
加
で
対
応
の
仕
方
が

分
か
っ
て
き
た
が
、
第
３
波
で
痛
感
し
た

の
が
病
床
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
の
問
題
だ

っ
た
。
治
療
方
法
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
状
態
に
お
い
て
も
、
患
者
に
医
療
が
届

か
な
い
事
態
に
な
り
、
特
に
昨
年
６
月
以

降
の
第
５
波
下
の
東
京
で
は
自
宅
療
養
中

に
亡
く
な
る
人
が
相
次
い
だ
。 
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５
．
８
月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
１
日
当
た

り
の
都
内
の
感
染
者
が
５
０
０
０
人
を

超
え
、
自
宅
療
養
者
は
最
大
時
で
２
万

五
千
人
、
入
院
先
な
ど
の
療
養
先
が
決

ま
ら
な
い
患
者
も
１
万
人
を
超
え
た
。

制
御
不
能
な
状
況
に
あ
り
、
災
害
レ
ベ

ル
で
感
染
が
猛
威
を
振
る
う
非
常
事
態

に
陥
っ
た
。
幸
い
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
向
上
と
と
も
に
感
染
者
数
は
激

減
し
た
。 

６
．
一
方
、
病
床
数
の
逼
迫
で
他
疾
患
の

患
者
も
重
症
化
し
て
か
ら
病
院
に
運
ば

れ
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
治
療

期
間
が
長
く
な
り
、
さ
ら
に
新
た
な
患

者
の
受
け
入
れ
が
困
難
と
な
る
悪
循
環

に
陥
っ
た
が
こ
れ
か
ら
も
同
じ
問
題
が

残
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。 

７
．
国
は
、
第
６
波
に
備
え
、
コ
ロ
ナ
病

床
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
昨

年
１
１
月
下
旬
に
南
ア
フ
リ
カ
で
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
新
た
に
出
現
し
、
瞬
く
間

に
世
界
中
に
広
が
り
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
３
回
目
が
施
行
中
だ
が
接
種
率
も

低
く
、
感
染
者
数
は
激
増
し
た
。 

８
．
３
月
下
旬
か
ら
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

変
異BA.2

ス
テ
ル
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
発

生
が
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
に
激
増
し
て
お

り
、
第
７
波
襲
来
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
に
比
し
て
感
染
性
・

病
原
性
と
も
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 １ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の 

感
染
者
数
（死
亡
者
数
）
（ 

５
月
７
日
） 

報
道
機
関
に
よ
り
数
字
の
異
動
あ
り
ま
す
。 

世
界 

 

５
億
１
６
７
５
万
８
９
９
３
人 

 
 
 

 
 
 

（６
２
４
万
９
６
２
６
人
） 

日
本       

８
０
２
万
８
９
６
９
人 

 
 
 
 
 
 
 
  

（
２
万
９
７
６
２
人
） 

   

群
馬
県 

 
 
 
 
 

８
万
６
２
１
６
人 

（
３
０
９
人
） 

藤
岡
市 

 
 

２
２
１
９
人 (

０
） 

高
崎
市 

  
⒈
５
４
０
５
人
（
４
７
人
） 

前
橋
市 

  

１
３
２
６
２
人
（
４
９
人
） 

伊
勢
崎
市 

１
２
２
７
４
人
（
１
７
人
） 

太
田
市 

 

１
３
１
６
７
人
（
１
人
） 

  

２
．
個
人
で
や
る
予
防 

個
人
で
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を
基
本

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
で

で
き
る
対
応
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

Ｂ 

ワ
ク
チ
ン 

（お
問
い
合
わ
せ
先
（個
別
・集
団
接
種
と
も
）） 

１ 

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ 

 
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
２
７
・４
２
２
・１
２
１
１(

代
表) 

２ 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー             

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

３ 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
専
門
的
な
相
談
先 

 
 
 
 

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・７
８
３
・９
１
０ 

土
日
・祝
日
を
含
め
２
４
時
間
、
２
０
か
国
語
で
対
応 
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 ３
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状  

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診 

 
 

で
は
内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
に
沿 

 
 

っ
て
対
応
し
て
い
る
。 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い
対
策 

 

例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

   

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り 

 
  

つ
け
の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診 

   

察
・
処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

屋
外
で
の
テ
ン
ト
の
用
意
（
診
察
・
検

査
ま
で
の
待
機
用
） 

＊
患
者
様
を
送
迎
し
て
く
だ
さ
る
方
に
お
願 

 

い
し
ま
す
。
患
者
様
を
連
れ
て
き
て
く
だ 

さ
っ
た
方
は
、
検
査
・
治
療
の
方
針
が
立

つ
ま
で
、
車
で
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。 

発
熱
の
あ
る
方
は
院
内
に
は
原
則
と
し
て

入
れ
ま
せ
ん
。
冬
夏
季
に
は
外
で
長
時
間

待
つ
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
時
間

が
か
か
る
場
合
は
タ
ク
シ
ー
で
一
旦
お
帰

り
頂
き
お
家
で
待
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 

２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 

い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、 

指
示
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
下
さ
い
。

携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関
扉
の
左
側
手
前
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示

を
お
待
ち
下
さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

 
４
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

 
 

 

(

１
） 
症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障
害

な
ど
。
下
痢
、
鼻
水
な
ど
軽
い
風
邪
症
状
の
み
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

基
礎
疾
患
・
・
・
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喘
息
、

肥
満
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
腎
臓
病
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
れ
る
こ
と 

① 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

② 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

③ 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
が
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
五
参
照) 

５
．
医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は
院

外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状
の

あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 

院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 
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〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く

し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お

さ
え
る
こ
と
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    

 
 

 
 

 

６
．
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査
に
つ
い
て 

積
極
的
疫
学
調
査
重
点
化
に
お
け
る
検
査
対
象
者 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
九
十
六
） 

 

善
人
、
悪
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
高
校
２
年
生
の
授
業
の
間
の
休
憩
時
間
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
背
伸
び
な
ど
し

て
い
る
と
、
一
緒
に
立
ち
上
が
っ
た
友
人
が
、 

 
 

『世
界
中
の
人
が
自
分
の
よ
う
に
善
良
な
人
だ
っ

た
ら
、
世
界
は
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
こ

と
が
あ
る
の
だ
』 

 
 

と
、
突
然
話
し
か
け
て
き
た
。 

◆
こ
う
い
っ
た
思
い
、
と
い
う
の
は
誰
に
も
経
験
が
あ

る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
に
話
し
か

け
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
こ
と
だ
し
、
自
分

か
ら
も
そ
の
よ
う
に
他
人
に
話
す
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
６
０
年
以
上

前
の
こ
と
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
出
来
事
だ
っ

た
。 

◆
コ
ロ
ナ
騒
動
の
前
年
、
高
校
の
同
級
生
が
上
野 

公
園
に
集
ま
っ
た
が
、
卒
業
以
来
５
０
余
年
を
経

て
お
り
、
皆
が
第
２
の
人
生
を
着
実
に
歩
き
始
め

て
い
た
。
私
に
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
た
友
人
は
、

あ
の
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
知
ら
ん
、 

あ
と
１
０
年
も
た
っ
た
時
に
聞
い
て
み
よ
う
か
と
思

い
な
が
ら
彼
が
み
な
の
前
で
自
分
の
半
生
を
語
っ

て
い
る
の
を
離
れ
て
聞
い
て
い
た
。 

 積極的疫学調査重点化対象 

①同居家族 

②医療機関  

③高齢者施設、障害児者施設 

④保健所長が必要と認める施設 

積極的疫学調査重点化 

対象外 

 

左記①②③④以外 

有症状者 検査する 原則として検査する 

無症状者 次の方を検査する 

・６５歳以上 

・重症化リスクのある人 

・保健所長が必要と認める人 

原則として検査しない 

・当初無症状であっても、症状   

が出たときは検査 
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 ◇
そ
れ
に
し
て
も
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は

ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
子
供
の
こ
ろ
や
、
大
統

領
に
な
っ
た
こ
ろ
に
は
自
分
が
今
い
る
よ
う
な

立
場
に
な
る
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も
考
え
て

い
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
自
分
は
善
人
だ
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ど
の
時

点
か
ら
、
人
類
史
上
初
め
て
人
類
の
生
存
危
機

の
カ
ギ
を
握
っ
た
こ
と
を
誇
示
す
る
幼
稚
・脆

弱
な
思
考
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？ 

 

 

◆
奈
良
薬
師
寺
元
管
長
高
田
好
胤
師
の
本
に
、
あ

る
殺
人
犯
の
話
が
出
て
い
た
。
そ
の
人
が
好
胤
師

に
語
っ
た
と
い
う
。 

「
私
は
、
世
の
中
に
人
殺
し
と
い
う
の
が
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
全
く
自
分
に
は
関

係
な
い
違
っ
た
世
界
の
人
の
こ
と
か
と
思
っ
て
い

た
。
ま
さ
か
自
分
が
そ
ん
な
人
殺
し
に
な
っ
て
し

ま
う
と
は
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
」
と
。 

好
胤
師
は 

正
し
い
道
を
歩
く
こ
と
と
道
を
違
え
て
し
ま
う
こ 

と
の
差
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
隙
間
、
紙
一
重
の
ち 

が
い
で
し
か
な
く
、
誰
に
も
大
き
な
罪
を
犯
す
可 

能
性
（
危
険
性
）
が
あ
る
の
で
常
日
頃
か
ら
油
断 

し
な
い
よ
う
に
歩
い
て
い
く
べ
き
こ
と
を
読
者
に 

示
し
て
い
た
。 

◇
市
民
や
、
婦
女
暴
行
、
幼
児
殺
害
の
ニ
ュ
ー
ス 

を
聞
く
と
、
姿
勢
を
正
さ
ず
に
は
見
て
い
ら
れ
な 

い
。
聞
い
て
い
ら
れ
な
い
。 

出
典
を
想
い
出
せ
な
い
が
か
つ
て
読
ん
だ
一
文 

 

「
堕
落
し
た
文
明
人
以
上
に
野
蛮
人
は
あ
る
か
？
」 

 

の
問
い
が
重
く
ひ
び
く
。 
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